発達段階における性教育についての一考察 by 黒沼 茉未
キーワード　性教育、発達段階
はじめに
厚生労働省エイズ動向委員会の調査１）による
と、平成 22 年のエイズ患者の報告数は 469 件
と、前年度より 38 件増加し、過去最多であった。
HIV 感染者の報告数は図１の通り、1075 件と前
年度より 45 件増加し、過去３位の報告数となっ
ている。また、平成 23 年７月～９月までの新規
ＨＩＶ感染者数の速報値は図２の通り、20 代か
ら 30 代が最も多くなっている。しかし、保健所
で行われているＨＩＶ検査数は図３の通り、近年
減少傾向だという。さらに、薬事工業生産動態統
計によるとコンドームの国内出荷数は、図４の通
り、平成５年の 6.3 億個から平成 19 年の 2.9 億個
とほぼ半減するという状況がある。若者の安易な
性行動が増えてきていたり、危機意識をもたずに
いることが考えられる。しかし、20 代から 30 代
に限った話ではなく、厚生労働省の感染症発生動
向調査２）によると、平成 20 年において、クラミ
ジア感染症は 10 歳から 14 歳で 44 人、15 歳から
19 歳 で 3170 人、20 歳 か ら 24 歳 で 7847 人、25
歳から 29 歳で 6213 人となっている。平成 11 年
からの推移でみると減少傾向であるが、他の年齢
と比べると 10 代前半から 20 代にかけて報告数が
多くなっている。
子どもは守られるべき存在であり、周りの大人
は子どもを危険なことから防いでいく責任があ
る。性に関する問題に嫌悪を抱く者もいるかもし
れないが、10 代前半でも性感染症にかかったり
妊娠をしたりする者がいるなかで、周りの大人は
危機的な状況をつくり出さないような教育をして
いく責任があると考える。だが 20 代、30 代でさ
え、ＨＩＶ感染者数は増えているという現状があ
る。大人も子どもも、実際どのような危険が周り
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の把握と原因究明から、性における問題行動の解
決へとつなげていくことが求められる。
これらのことから、性に関する正しい知識や判
断する能力など、性に関する考え方や態度を確立
していくためには、意義ある性教育が必要である。
そこで本研究では、発達段階ごとの性教育の実態
について調査し、今後の性教育のあり方を検討し
ていく。
にあり、何に気をつければ良いのか分からずにい
たり、危険があるということに気づかずにいるの
ではないだろうか。社会においてエイズの問題が
取り上げられることはそれほど多くはなく、無関
心な者もいるだろう。だが、社会において関心を
もつことは、それぞれが性について考える機会を
もち、安易な行動を防ぐことにつながるのではな
いだろうか。そのためにも、発達段階に応じて必
要とされる性教育を実施していくとともに、問題
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１．目的
性に関する情報や産業は氾濫し、若者の性の逸
脱行動や低年齢化が問題視されている。性に関す
る正しい知識や判断する能力など、性に関する考
え方や態度を確立していくためには、意義ある性
教育が必要である。そこで本研究では、発達段階
ごとの性教育の実態について先行研究をもとに調
査し、現状を把握しながら今後の性教育のあり方
を検討し、より良い性教育について考察していく。
２．研究方法
医学中央雑誌および CiNii による雑誌索引のデ
ータベースに登録されている文献から、「性教育」
をキーワードとして検索していく。会議録など具
体的な内容について記載のないものを除外し、こ
れらを発達段階ごとに分類して実践に関する文献
に関して得られた結果を述べる。また、現状の性
行動の問題や、実践の教育内容についての文献に
も着目していきながら内容の分析を行う。さらに、
平成 23 年８月 19、20 日に行われた全国性教育研
究大会での研究協議をもとに、性教育に比較的熱
心である者たちの意見内容から、必要とされてい
る性教育の在り方を考えていく。
３．結果と考察
（１）性に関する現状
日本性教育協会が行っている、青少年の性行動
全国調査３）によると、男子大学生の性交経験の
推移は、1974 年から 93 年にかけて 23％から 57
％と大幅に増加してきたが、1999 年以降は約 65
％の率にとどまっている。しかし女子大学生に注
目すると、1999 年から 2005 年にかけても増加し
ており、性行為の男女差について、これまで男子
が上回っていたが、両者の差異はなくなってき
ている。高校生に関しては、性交経験率がとくに
上昇したのは 1993 年から 1999 年にかけてであり、
男子で 14％から 27％へ、女子では 16％から 24％
への増加がみられる。しかし、2005 年にかけて
は男子の性交経験率は変化が小さいが、女子では
６％ほど経験率が上昇しており、高校生において
も性交経験率がわずかに男子を上回っている。な
お、中学生に関しては、性交経験者は少数である
が、1990 年代にはいると、デートやキスという
行為の経験者が大きく上昇しており、今後性交経
験につながることも考えられる。
また、中高生に関してはデートやキスの経験率
は女子の方が高く、2005 年の高校生の性交経験
率をみると女子が男子を上回っており、性行動の
低年齢化は女子の方がより顕著であるといえる。
図４　コンドーム国内出荷数
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女子において、相手が年上の学生であったり社会
人であったりと、多様性が大きいのかもしれない。
20 代、30 代で性行動が安易になることは、特定
の相手の年齢が低かったりと、性交相手が多様
化・多数化することが考えられる。その結果、安
易な性行動が幅広い年齢の者へと助長されること
につながっていくことは予測出来る。
高校生や大学生など青年期をむかえているもの
たちに、性の健康問題が増加している背景には意
識の変化、社会変化に教育が対応できていない現
状があるのではないだろうか。齋藤ら４）の調査
によると、大学生 382 人に性知識や性行動への影
響を与えていると思うものを聞いたところ、最も
多かったのは「友達・先輩」で、次いで「雑誌」、
「ＴＶ」などであった。周囲の人間関係やマスメ
ディアに影響を大きく受けるという結果であるが、
性に関する情報が氾濫しているならば、誤った性
の情報に翻弄されたり、性行動へ至るまでに必要
な知識、判断力を欠いたまま、興味本位で行動へ
移ることも考えられる。性感染症は、適切な予防
策をとれば蔓延を防げるものである。従来の性教
育が現状に対して効果的なものになっていなけれ
ば、見直されるべきものであると考える。
小林ら５）の調査によると、中学校と、高等学
校の教育の現場では現行の性教育では遅れを感じ
ていても、現実問題として指導内容が不明確であ
ること、指導の機会がないこと、時間的な余裕が
ないことなどの理由から積極的にしたくても何か
ら手を付けて実施していけばいいのかわからない、
との報告がある。性教育を実施して、保護者から
の批判を受ける、ということもあるため、取り組
みづらい内容であるのかもしれない。
文部科学省は、子どもたちは社会的責任を十分
にはとれない存在であり、また、性感染症等を防
ぐという観点からも、子どもたちの性行為につい
ては適切ではないという基本的スタンスで指導
内容を検討していくべきである、という考え方で
ある。そして教育を行うに際しては、発達の段
階を踏まえること、学校全体で共通理解を図る
こと、保護者の理解を得ること、などに配慮した
うえで教育を行うことを前提としている。確かに、
安易な避妊方法の指導をするのではなく、まずは
人間関係についての理解やコミュニケーション能
力、自分と相手を想いやる心を育てていくことが
先決であろう。そして、心身の機能の発達に関す
る理解や、性感染症等の予防の知識などの科学的
知識の理解、理性により行動を制御する力を養う
ことの指導も必要になってくる。これらを実践し
ていくためには、学習指導要領に基づいた性教育
を、全教科通して考えていくことになる。
正しい知識とともに、性への考え方、行動の仕
方を考える教育があることで、高校生や大学生の
男女交際の問題のひとつとなっている、デートＤ
Ｖの予防に関わってくることも考えられる。若者
の心理を理解し、よりよく生きるための性教育を
展開していくことは、自分自身や相手を理解しよ
うとし、お互いの将来の人生設計を実現していく
ために今何をすべきか考え、判断する力を養って
いくことにもつながるのではないだろうか。性感
染症にかかることだけではなく、人工妊娠中絶を
予防したり、性の自己決定能力を高めていくなど、
それぞれの年代の課題に合うよう発達段階にそっ
て、必要な教育を必要な時期に行っていくことが
重要である。
（２）発達段階ごとの性教育
１）幼児期における性教育
幼児期とは、１歳になってから小学校入学まで
の期間である。脳や神経系、運動機能などの発育
が盛んであり、基本的信頼感を育むなど、人間の
発達にとって大切な時期である。遺伝要因や環境
要因によって人格が形成されていき、物事の考え
方や行動形式が身についていく。この幼児期にあ
たえる教育は、その後の発達に大きな影響を与え
ることになる。そのため、幼児期における性に関
する教育の在り方は熟慮されるべき内容であろう。
幼稚園教育要領６）や保育所保育指針７）では、性
教育について特に触れていないが、幼稚園教育要
領の領域「健康」において、自分の体に関心をも
ち、大切にしようとする気持ちが育つようにする
－78－
小池学園研究紀要　№ 10
ことと、明記されている。これは、遊びが展開さ
れたり、体を動かす心地よさを味わうようにする
ことから、自分の体を大切にしようとする気持ち
をもつ働きかけについて述べているが、そこから
さらに、自分の体を大切にすることから友達の体
を気遣ったり、大切にしたりする気持ちをもつこ
とにつながるよう指導する必要性が述べられてい
る。これは領域「人間関係」にもつながることで
ある。保育所保育指針の保育の内容「人間関係」
においても、愛情や信頼感を持ったり、社会生活
における望ましい習慣や態度を身に付けることが
ねらいとなっている。先に述べたように、具体的
な性教育の指導内容ではなく、まずは人間関係に
ついての理解やコミュニケーション能力、自分と
相手を想いやる心を育てていくことが重要であり、
これも健康教育としての性教育に含まれる内容で
あろう。
幼児は様々なことに興味関心をもって質問をし
てくる時期であり、性に関する質問への対応にと
まどう保育者が多くいることも調査されている８）。
性教育に困難さを感じていることが、性教育に対
して距離を置くことにつながりかねない。幼児期
は社会性を身に付けていく大切な時期であるため、
保育者側が幼児への言葉かけ等を意識して関わる
ことが重要である。保育者自身が性教育を受けて
きたか、受けてきたならばそれが生かされている
か、という検討もなされなくてはならない。保育
者の性教育に関する知識が十分とはいえないなら
ば、性教育を取り入れるにあたっての指導が必要
になるだろう。また、幼児期の保育では、計画的
な指導が行いにくい、ということも考えられるた
め、幼児の個々の発達段階を考えると場面に応じ
た個別指導が意義ある教育活動になると考える。
２）教育段階（学習指導要領）における性教育
学校教育の内容を定めている学習指導要領にお
ける性に関する指導に注目していくと、小学校の
学習指導要領９）では体育科保健領域のなかで第
４学年において、体の発育・発達について理解で
きるようにすると、明記されている。そのなかで、
体は思春期になると次第に大人の体に近づき、体
つきが変わったり、初経、精通などが起こったり
すること、異性への関心が芽生えることが指導内
容になっているが、指導に当たっては、発達の段
階を踏まえること、学校全体で共通理解を図るこ
と、保護者の理解を得ることなどに配慮するよう
求めている。
中学校の学習指導要領 10）によると、保健体育
科保健分野のなかで第１学年において、思春期に
は、内分泌の働きによって生殖にかかわる機能が
成熟すること、成熟に伴う変化に対応した適切な
行動が必要になることが明記されている。そのな
かで、生殖機能が発達し、男子では射精、女子で
は月経が見られ、妊娠が可能になること、性衝動
が生じたり異性への関心などが高まったりするこ
となどから、異性の尊重、性情報への対処など
性に関する適切な態度や行動の選択が必要となる
ことが指導内容となっている。そして、中学校の
指導内容に関しても、小学校学習指導要領と同じ
ような配慮事項が明記されている。また、第３学
年において感染症の予防の指導内容が明記されて
いる。そのなかで、エイズ及び性感染症の予防の
ため、疾病概念や感染経路の理解、予防方法を身
に付ける必要があることなどが盛り込まれている。
また、主な感染経路は性的接触であることから、
感染を予防するには性的接触をしないこと、コン
ドームを使うことなどが有効であることにも触れ
るようにする、と書かれている。特別活動におい
ても、学級活動の適応と成長及び健康安全のなか
で、男女相互の理解と協力、性的な発達への適応
が指導内容に盛り込まれている。
高等学校の学習指導要領 11）によると、保健に
おいて、「現代社会と健康」の指導内容に、感染
症の発生や流行には時代や地域によって違いがみ
られること、その予防には、個人的及び社会的
な対策を行う必要があること、と書かれている。
「生涯を通じる健康」の指導内容には、思春期と
健康、結婚生活と健康及び加齢と健康を取り扱う
ものとされている。また、生殖に関する機能につ
いては、必要に応じ関連付けて扱う程度となって
黒沼茉未：発達段階における性教育についての一考察
－79－
おり、責任感を涵養することや異性を尊重する態
度が必要であること、及び性に関する情報等への
適切な対処についても扱うよう配慮することが明
記されている。特別活動においては、ホームルー
ム活動の適応と成長及び健康安全のなかで、男女
相互の理解と協力、心身の健康と健全な生活態度
や規律ある習慣の確立が書かれている。
学習指導要領は、中央教育審議会の答申などを
踏まえて改訂が行われるが、ここでは社会の変化
への対応から、改善すべき内容が検討されている。
平成 20 年１月 17 日に学習指導要領の改善につい
て、「幼稚園、中学校、高等学校及び特別支援学
校の学習指導要領等の改善について（答申）」が
示された。そのなかで性に関する指導にかかわる
のは、「７．教育内容に関する主な改善事項」の、
「（７）社会の変化への対応の観点から教科等を
横断して改善すべき事項（心身の成長発達につい
ての正しい理解）」である。このなかで、心身の
調和的発達を重視する必要があること、学校全体
で共通理解を図りつつ、知識や望ましい人間関係
を構築することなどを重視し、相互に関連づけて
指導することが重要であると書かれている。また、
家庭・地域との連携を推進し保護者や地域の理解
を得ること、指導内容と個別指導の連携を密にし
て効果的に行うことが重要であるとも述べられて
いる。
この答申などを踏まえて、学習指導要領の改訂
が行われた。保健分野や保健領域で具体的な指導
内容が書かれているが、学習指導要領の総則にも
性に関する指導を含む、健康教育が示されている。
例えば、中学校学習指導要領、総則の第１の３に
は、「生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育
活動全体を通じて適切に行うものとする。安全に
関する指導及び食育その他の心身の健康の保持増
進に関する指導」という箇所があるが、ここから
学校における性教育は、健康に関する指導の１つ
として位置づけられていることが分かる。これに
関することとして、学習指導要領には「性教育」
という言葉は使われず、「性に関する指導」とい
う言葉が使われている。平成 23 年８月 18 日に行
われた全国性教育研究大会のなかで、文部科学省
スポーツ・青少年局学校健康教育課教科調査官の
森は、性教育を「心身の成長発達の正しい理解」
で表している、と述べている。性に関する指導を
進める際には、健康教育という大きな枠組みでと
らえることが重要であり、性に関する指導を推進
することによって性に関する課題の解決だけにと
どまらず、健康教育に資することにつながるとい
うことだろう。
健康についての教育は、体の仕組みや病気の予
防、けがの防止など、様々である。学習指導要領
を根底に、それぞれの学校が教育活動を展開して
いくなかで、性教育は性に関する指導として小
中学校では義務教育の一環となっている。しかし、
教育現場で何をどのように教えていくかは、学校
関係者や保護者などの様々な意見があり、容易で
はないだろう。性のあり方はそれぞれの価値観や
生育環境によって異なり、考え方も違う。そのな
かで現在の社会背景を考えたり、情報の氾濫や性
行動の実態を踏まえると、健康教育という視点か
ら、性教育を真剣に検討していく必要があると考
える。
３）青年後期における性教育
発達心理学では一般的に、15 歳前後から 25 歳
前後までの性的成熟や自我意識の高まりがみられ
る時期を青年期というが、青年期の発達課題はア
イデンティティを確立することである。思春期よ
りも心身の性的成熟が高まり、性的な関心や行動
に変化が見られる時期ともいえる。ここでは 15
歳前後から 17 歳を青年前期、18 歳から 25 歳前
後を青年後期とする。
先行研究によると、青年後期における性教育の
実態としてピアエデュケーターという立場からの、
意義ある性教育の展開が考えられた。ピアエデュ
ケーションとは、同年代または所属を同じくする
グループが、情報や知識、価値観、行動などを分
かち合うことで、若者の仲間教育者としてのピア
エデュケーターが訓練をしている。お互いの人間
が近い立場にいることで、親近感がわくとともに
－80－
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説得力が増すことから、若者のスキルや知識の向
上に効果的に働くと考えられている。知識を与え
る指導型ではなく、行動変容をもたらすのに効果
的と考えられる、仲間によるカウンセリング的施
行が展開されている。
思春期を過ぎ青年期となるものにとって、今後
の自分を考える機会が増えると価値観や自己認識
に対面する場があるだろう。そのなかで、性に関
する情報提供を行い、基本的な正しい知識を確認
するとともに、性に対する自己コントロールを超
えた、主体性をもった自分らしいあり方で行動選
択をしていくような教育が求められていると思わ
れる。
（３）性教育の内容
１）幼児期における性教育の内容
及川 12）の調査によると、幼児期における性に
関する指導を必要と考える保育者は全体の半数近
くを占め、必要だと考えないものが２割という結
果と比較すると、多くの保育者が性教育の必要性
を感じていることがうかがえた。しかし、性教育
は難しいと感じているものが６割強、難しいと感
じない２割弱と比べると、性教育の実施に困難を
抱いていることが考えられた。遠藤ら 13）の調査
では、幼児期における性教育の必要性について幼
稚園教諭に尋ねたところ、約半数の教諭が「分か
らない」と解答している。そして、性教育に関し
て困っている最も多い理由には、「教え方が分か
らない」であった。子どもからの質問に対して戸
惑う保育者がいるなかで、性教育を取り入れるに
あたっての指導が必要になってくる。
保育者だけではなく、親も子どもからの質問に
戸惑ったという調査がある。高見ら 14）の調査で
は、男女の違いや赤ん坊がどうできるのか、とい
う質問に対して、説明の仕方が分からないために
困った、という回答が多かったことが挙げられて
いる。そのため、幼稚園や学校で教えてほしい、
自然に覚えてほしい、と考えている親の意見があ
った。
また、今井ら 15）の調査では、幼児に対する性
教育について、積極的に教えるべきだと回答した
ものは、学生や教員に比べて母親が一番少なく、
将来的に性教育は必要だが、幼児の段階では早い、
と考えている母親がおよそ 62％もいたことが述
べられている。しかし、個人の発達の差が著しい
なかで、子どもたちは日々成長している。社会
性を身に付けていく大切な時期である時期に、性
に関する知識を正しく、分かりやすく、そして肯
定的に伝えていくことは重要である。山田 16）は、
性について話すことができる習慣をつけると同時
に、どのように話せばよいかを学ぶこと、幼児か
らの性に関する質問を特別視せず、幼児に答えを
見つけさせることの必要性を挙げている。幼児期
は性に関する質問や行動がよく見られる時期とい
うことを踏まえて、健康的な性意識がもてるよう
な性教育を行う必要がある。
大人が幼児に対して手軽にできる性教育として、
西館ら 17）は絵本のあり方を述べている。出産時
の場面を描いた絵本が多く、「痛い」や「怖い」、
という描写ではなく誕生を喜ぶ家族や周囲の気持
ちを文章で表現している絵本が多いという。絵本
を通じて、親の気持ちを知ることで幼児期から生
命誕生に肯定的な気持ちを抱くことができるだろ
う。池田 18）は、性教育絵本と呼べる本をリスト
アップし考察しているが、やはり最も多く取り扱
われているものは、生命誕生と出産であるという。
朝山 19）は、自分の誕生についての質問にどう答
えるかが、後の性教育の成功を開く最初の鍵であ
る、と述べている。生命誕生に肯定的な気持ちを
抱くだけではなく、家族に祝福されて自分が生ま
れてきたことを聞くことで、親の愛情を実感した
り、家族の温もりを感じることは、基本的な信頼
関係を育む幼児期にとって重要である。
井上ら 20）の調査では、幼稚園教諭が体験して
いる幼児の性に関する実態は、自分の性器を触
る、教諭にキスを求めるなどの「性に関する行
動」、お母さんごっこ、出産ごっこなどの「模倣
遊び」、男女の性器の違いや赤ちゃんの誕生に興
味・関心を示すなどの「性に関する知的探求心」、
胸などを隠して着替えるなど、羞恥心の芽生えと
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いえる「男女の性別意識」の４つのカテゴリーに
分類されており、これらの幼児の性に関する実態
に対して、「成長に伴う変化である」、「発達段階
である」、というように受け止め見守るという対
処行動をとっていた。性器いじりなどは生理的な
ものであり、成長発達過程において特別な対処を
せず、自然な成り行きに任せることも一つであろ
う。しかし、男女の性別意識における質問などで
は、排泄場面等をきっかけとして、男女の体の違
いに気づかせ、性別への認識や清潔保持の概念を
もたせたり、他人の性器を触ったり、性差別的な
発言があった際には問題行動の一つとして、きち
んと指導していくことが必要になってくる。保育
者の性に対する偏見をなくし、状況に応じた対応
をしていくなかで、自然と性教育は行われていく
と考え、保育者は意識していくことが重要だろう。
及川 21）の調査によると、保育者が考える幼児期
における性教育の内容について、回答の多い順か
ら見ていくと、「命の大切さ」が最も多く、全体
の約４分の１を占めている。次いで、「身体の清
潔」、「男女の体の違い」と続いている。この３項
目の合計で約３分の２を占める。性教育を必要と
考える保育者のほとんどがこの項目を必要と考え
ていた。これらは、特別な指導を必要として教え
る、というものではなく、日常の生活のなかで触
れる機会の多い内容だと考えられる。
保育者は、日々の保育のなかで子どもたちの言
葉や行動から、性教育の必要性を実感し、性教育
に関する内容に対面しているのではないだろうか。
そして、生命誕生や性別の自認を意識し始める時
期に、どう印象づけるか、これは保育者の言動に
大きく影響されることを、保育者は十分に認識す
る必要がある。幼児期における性教育の必要性を
現場の保育者が実感しているのだからこそ、保
育者の教育カリキュラムに性教育を取り入れた
り、研修を取り入れ保育者の意識を変えていくな
ど、保育者の教育体制が整えられる必要もあると
考える。
２）学校教育における性教育の内容
学習指導要領には具体的な指導方法については
明記されていないなかで、教諭がどう教えていく
のか、どのような表現ならば可能であるのか、学
校全体、地域や保護者との協議も重ね、模索して
いかなければならない。継続して取り組む時間が
ないことや、学校において取り組みの格差がある
こと、教育することによって反対に性行動を促す
という考え方もあることなどから、性教育の実施
に踏み切れない学校があることも考えられるなか、
社会の変化に伴って学習指導要領が改訂されても、
教員自身が現代の子どもたちを取り巻く環境や子
どもの考え方の変化に戸惑いをもっているのかも
しれない。
全国性教育研究大会の課題検討会のなかで、医
療法人社団伸孝会ていね泌尿器科医師の鈴木は、
現在の学校教育では発達段階に応じて性教育を行
うが、その内容に対して「教育的視点を考えれば、
行き過ぎた教育・指導は望ましくないのは理解で
きる。一方で医学的視点から考えれば、発達段階
に応じた教育とはとても思えない。このままでは
性感染症や人工妊娠中絶を減らすことは困難。」
と述べている。例えば、中学校の学習指導要領で
はコンドームを使うことの有効性に触れても実際
の方法は取り扱わず、またエイズや性感染症の予
防については性的接触という表現にしている。過
度な刺激を避けていることの表れであるのかもし
れないが、鈴木は発達段階の評価が実情に沿って
いないことを危惧している。
課題検討会のなかで、教員自身が、性体験の実
態や、性感染症の増加、緊急避妊薬などについて
の知識を持っているか、という話題が挙げられた
が、実際に正確に説明できるものは少なかった。
発達段階に合わせて指導をしていくことは、行き
過ぎた教育にならないようにするためにも重要な
ことである。しかし、教員自身が社会一般に出回
っている性情報を教員同士、教員の周りの者同士
で共有し、子どもを守るための、ニーズに合わせ
た指導力をつけることが必要になってくる。
田辺ら 22）は、教員が性教育を実践することで
－82－
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自分自身の性についての知識の理解が深まるなど、
自らの成長を実感したものが多くいたことを述べ
ている。教員が求められている役割を認識し、性
教育に取り組むことで、子どもの教育のみなら
ず自分自身への教育につながることは有益である。
取り組みにくい内容であるからこそ、研究する機
会を意識して設けることで現状の理解を促したり、
実態を知り必要な指導が行われやすいと考える。
個別に応じた指導はもちろんのこと、全体に対し
ても、性を生物学、心理学、社会学、哲学などの
分野から多角的に捉え、一人の責任ある人間とし
てどのような行動をするか、それを教えることは、
これからを生きるものにとって不可欠なものであ
ると考える。
曲山ら 23）の調査では、中学校では性感染症や
エイズに関しての性教育は、多くの学校で実施
されていた。石沢ら 24）の調査によると、小学校
6 年生の子どもをもつ保護者に、家庭において子
どもに性教育をしていくうえで保護者が必要とす
る性に関する知識を聞いたところ、「身体と心の
発達」、「身体のしくみ」、「命の大切さ」、「初経」、
「思春期」という順で回答が多かった。その一方
で、小学校６年生の子どもが最も知りたいと考え
ている、性や成長に関する知識は「命の大切さ」、
「ダイエット」、「エイズ」、「身体のしくみ」であ
った。このことから、保護者と子どもの性の知り
たいことに関してズレが生じていることがうかが
える。また、同じく石沢らの調査において、性教
育の主たる担当として、学校と答えたものが最も
多く、次いで学校・家庭・専門機関との協同、と
いう報告がある。これに関連して、増田ら 25）の
調査で高校生に性教育の実施者を尋ねたところ、
３学年の総数及び各学年とも、多い順に「保健体
育の先生」、「養護教諭」、「保健師」、「外部講師」、
次いで「母親」であった。このことからも、性教
育の主な担い手は学校、という意識が強いことが
考えられる。
３）家庭における性教育の内容
性教育の主たる実施者として「母親」、という
意見が少ない報告があり、家庭における性教育の
取り組みは希薄であることがいえるが、幼児期に
おける性教育の必要性を踏まえると家庭のなかで
男女の健全な関係について、幼児期から話せる
環境を創ることが求められる。増田らの調査では、
家庭で取り組んでいない理由として、「きっかけ
が分からない」、「何を話して良いのか戸惑う」、
「特に向かい合って話したことがない」、「自然に
分かってくると思っていた」、等があった。しか
し、子どもたちは親が思っている以上に興味関心
を抱き、様々なところから情報を得てくる。まず
保護者が性教育に関心をもつことが望まれるだろ
う。石沢ら 26）によると、保護者が性教育を行う
ときの知識や情報の入手先は、テレビやラジオが
最も多く、次いで一般雑誌であった。また、保護
者が抱く子どもの性に関する不安や悩みは、正し
い理解をしているか、ということであった。保護
者による家庭での性教育の影響が大きいなかで、
保護者が性教育についての情報収集源で挙げたも
のは、メディア等が中心であり、性に関する教育
に偏りがでることも考えられる。性行動の変化に
戸惑う教員もいると述べたが、これは保護者にも
言えることとも考えられ、現代の性をめぐる問題
について知る機会を設ける必要がある。また、高
等学校学習指導要領においては、妊娠について指
導内容に含まれている。性行為をすると新たな命
が宿り、母親となることを自覚させ、親となって
子どもに教育の一環である性教育をしていく立場
でもあることを考えさせることも、重要であると
考える。父子家庭や母子家庭においても、親子関
係を大切にしていくなかで思いやりを学び、自然
な会話の中で親子愛、男女愛を知る。子どもにと
って親と語ることで、自分が生まれ育てられてき
たことの実感、自己の性への認識が深まることも
考えられる。
４）青年後期における性教育の内容
松本ら 27）は、学生の性行動の変容という点で
の効果については、授業とともに学内に設置され
た保健センターでの補完的機能の両方が必要であ
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ると述べている。学生においては、授業とは別に
保健センター独自の機能としての健康相談を含め
た性教育を望んでいるのである。「健康相談」を
ベースに小グループでの討論を取り入れながら、
個々の学生の実態に基づいて具体的、実践的な指
導を行えるメリットは高い。
齋藤らの調査で、大学生が性知識や性交への影
響を与えていると考えるものは「友達・先輩」が
最も多いことは既述したが、忠津ら 28）の調査で
も、大学１年生が性意識や行動に影響を受けたこ
ととして最も高いのは「友人」であった。また、
忠津らによると、多くの学生が性感染症や妊娠の
可能性について気がかりに思っているという。
正しい知識提供の場が少ないなかで、不安を抱
えている学生がいることが考えられる。学生のな
かには、性行動が日常的になってくるものもいる
だろう。そこから生じる不安や、人間関係の問題
を抱えているものにとって、身近に利用できる教
育の場は健康教育にとって欠かせないものである。
忠津らは、学生が性について知りたいことについ
て調査し、学生が知りたいもので最も多いのは男
性と女性の心理や行動の違いであった。学生にな
ると、基本的な正しい知識の情報収集は自ら出来
たり、高校までの教育で性感染症や妊娠などは学
んできているのかもしれない。しかし、不安に思
ったことを話せるような性に関する不安や悩みの
相談にのってくれるところ、具体的な質問ができ
るところ、としての性教育の展開場所が求められ
ていると考える。
その他に、性に関する行動選択として効果的と
考えられる、ピアエデュケーションは大学生同士
が行ったり、大学生が高等学校に出向いて行った
りしている。吉田ら 29）の調査によると、ピアエ
デュケーションの養成セミナーを受講した後、性
に関する知識が上がるだけではなく、自分の考え
で行動を選択できることの期待が増すなど、自己
効力感や自尊感情が上がったという報告がある。
高野 30）によると、自己効力感とは自己に対す
る有能感、信頼感のことであるという。また、近
藤 31）は、自分自身を価値あると考える自尊感情
について、社会的自尊感情と基本的自尊感情の２
つがあると述べている。社会的自尊感情は、「役
に立つ」、「人より優れている」などであり、他者
との比較から得られるもので、基本的自尊感情は
「生まれてきて良かった」、「自分に価値がある」
と思える感情のことで、他者との比較ではなく永
続性のある感情だという。
ピアエデュケーションでは相手との関係を築く
なかで、自己の考えや気持ちを適切に示していけ
るような表現力が求められる。近い存在からの教
育では、知識や自己理解の深まりに加えて、基本
的なコミュニケーションスキルを習得し、行動選
択に直接的な影響を及ぼすと考えられる。周囲の
人との人間関係を築き、社会的役割を果たそうと
する青年期において、仲間による働きかけは自分
のあり方を見直す基盤ともなる。性について、自
分はどうするのかという、性行動の意思決定能力
に効果的になるといえるだろう。水谷 32）は、グ
ループで課題に取り組み、具体的に話し合ってい
くというピアエデュケーションのプロセスを体験
することで、他者の意見を聞き様々な側面から考
えるきっかけが持てたり、自らの発言や状況を客
観的に捉えられたりする、と述べている。課題に
対する問題解決とともに、仲間と学びあうことで
グループ全体のなかの個人が考えられる。これに
ついても、自己決定の能力を養う教育になると考
える。
（４）今後の性教育のあり方
1990 年代以降における性行動の変化の原因は、
インターネットなどのメディアが急速に普及し、
アダルトサイトにアクセスすることによってすぐ
にポルノ動画が見られること、性情報が氾濫する
ことが性意識に影響し興味本位で行動化したこと
が考えられる。しかしそれだけではなく、コミュ
ニケーション能力を苦手とすることで体の結びつ
きによって関係性を保とうとすることなど、社会
環境や複雑な感情が入り混ざった結果であると考
える。これと関連することとして、「インスタン
トセックス」という若者における性行動の問題が
－84－
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ある。インスタントセックスとは、ごくありふれ
た生活の一部として、性の乱れが行われているこ
とである。携帯電話からインターネットにアクセ
スし、知らない者と性行為にいたったり、飲み会
の後に不特定多数の者と性行為にいたったりと、
性行為そのものが遊びと化し、ハードルが下がっ
ているのである。この問題行動の奥底には、寂し
さを埋めるためであり、誰かに必要とされるため
であり、人とつながりを求めるために行うという、
心理状態がある。性行為を断ることで関係性が崩
れてしまうことへの恐れや、性行為をしたいわけ
ではないがその行為があることによって必要とさ
れたり相手に会えたりすること、寝泊まりする場
所のために交換条件としての性行為がある、など
性行動の問題の原因には、自分の居場所を探し性
行為という手段によって人との関係性を繋ぎとめ
ようとする、ギリギリの精神状態である者がいる
ことを忘れてはならないだろう。悩んだり苦しん
だりしてどうにもならないために街へ出かける、
性行動という生身の相手がいる関係性がそこに生
まれ、求められることで必要とされている実感や、
相手も寂しさを感じている、という共感を抱くこ
とが出来る。
現代の若者の問題として、言葉の無知、暴力的
行為、などが取り上げられていることをしばしば
見聞きする。しかしこの問題の理由の中には、自
分の考えを上手く伝えられなかったり、表現で
きなかったりすることがあるのではないだろうか。
情報機器の発達、共働き世帯・母子家庭や父子家
庭の増加、このような社会の変化から他者との関
係性を育む機会が減少したり、愛情不足を感じる
なかで育ってきた子どももいるかもしれない。思
春期をむかえ複雑な感情を抱く時期に、自分の考
えを上手く伝えられなかったり、伝える相手がい
ない、分からない、愛情に飢えている、という心
理状態は大きな孤独感を生むように思う。性の問
題行動を起こすもののなかには、社会の土台が壊
れ寂しさを紛らわせるために性行為を手段と化し、
生きづらさを抱えた者の存在を考える必要がある
と考える。
寂しさを埋めるための手段として性行為が行わ
れる背景には、自己実現のための過程上に、性行
為というものが存在しているからだと考える。人
間には自己実現を行うための欲求があり、生命維
持のための「生理的欲求」、安全で安定した生活
を求める「安全の欲求」、そしてその上に「社会
的欲求」や、「自我の欲求」がある。家族や仲間
に受け入れられたいという欲求や、自分が価値あ
る存在として認められ尊敬されることへの欲求を
満たそうとする。この「社会的欲求」、「自我の欲
求」を満たすために、性行為へと結びつくのであ
る。社会のなかでどのように自分が受け入れられ
必要とされる人でいられるか、その方法に身近な
対人関係で関係性をもち、比較的安易に誰かに必
要とされている確信と自信をそのときにもてるた
めであるのではないだろうか。
どんなに必要としなくてはならない手段だとし
ても、真に必要とされていると思うためには、自
分自身を大切に思えてからであると考える。常に
誰かが居ないと不安になる状態では、不安定な関
係性のまま何が大切なことかが見えなくなってし
まうように思う。このような状況に際して、また
インスタントセックスに限らずより良く生きるた
めの性のあり方をつくっていくためには、それぞ
れが状況に合わせて対応していかなければならな
い。まず、性の問題行動には大きな病気、妊娠、
性犯罪などリスクを伴うことを伝えていくととも
に、問題化した背景に目を向けて共に考えていく
姿勢が求められる。
性行動の問題の現実を認識し、性の問題行動か
らくる病気、妊娠、性被害などを防いでいくため
にも、より良く生きるための性教育を確立してい
くことが求められる。幼児期からの性教育では、
まずは周りのものが子ども本人の誕生について語
り、「唯一無二のかけがえのない存在」であるこ
とを伝えながら、基本的な信頼関係を育むことが
重要ある。子どもの周りにいる保育者に関しては、
日々の保育のなかで子どもたちの言葉や行動か
ら、日常生活の一部として、性の質問に誠意をも
って対応したり、必要に応じて指導することが求
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められるだろう。学習指導要領による性の指導を
していくにあたっては、まず教員自身が現代の性
に関する環境や子どもの考え方、性の現状を把握
する。そしてニーズに合わせて子どもを守るため
のリスクとその回避の仕方を、教育・指導してい
く。また、20 代 30 代の者、もしくは他の年代に
おいても、性に関する不安や悩みの相談にのって
くれるところ、具体的な質問ができるところ、と
しての性教育の展開場所が求められている。性と
いう話しにくくプライベートなことだと感じるこ
とだからこそ、性について語り合い、そこから周
囲の人との人間関係を築きやすくしたり自分自身
のあり方を見直すきっかけへとつながったりする
のではないだろうか。そして発達段階で性の内容
を考えるだけではなく、性の問題行動を起こす者
においては、その子自身の置かれている状況に目
を向けていかなければならない。基本的信頼関係
や自律心など、これまでの発達課題をクリアして
きていない者にとって、感染症予防法、避妊につ
いて説明したところで問題が解決することは多く
はないだろう。性的関心から「性教育」に目を向
けるのではなく、行動のある問題に直面させ、語
り合いを重ねていく。人は他者との、時に良好な
時に複雑な関係性から折り合いや我慢、協調性な
どを身に付けていく。そしてそこから社会性が育
まれていく。その過程を経ずにきてしまった者に
とっては、まず私とあなたの関係性から、現状の
問題意識をもってもらえるように共に歩む姿勢が
求められると考える。知識は持っていて便利なも
のとして蓄積していきながら、しかし知識や方法
の性教育の前に自分の中にある支配願望、被支配
願望、孤独や自己否定感からの脱却、そして自分
の弱さを感じたときにそこから前に進む強い自分
の存在に気付かせること、それら抜きには性の教
育は出来ないだろう。生きづらくなっている者を
救い、人の温もりや優しさを感じ「生」を実感す
るなかに「性教育」があり、「性」があることを
期待したい。
おわりに
性教育を受ける側の発達段階、また教える側の
職種や立場によって、性教育のあり方は様々であ
り、求められているものも変わってくる。しかし、
性教育によって大切な命をどう生きるか、自己の
肯定から自己決定能力を育てていくためには、学
校教育と、成長発達段階に合わせた教育を積み上
げていく必要がある。在学しない若者にとっては、
学校以外での性教育の場が必要である。保健セン
ターや医療機関との連携のもと、特に性感染症予
防や避妊について、教育していくことが求められ
る。確かな知識を身に付けるためには、早期から
の教育だけが重要なのではなく、その後の継続的
な教育によってより一層の効果があらわれるとい
う結果もあり、幼少期からの系統的な性教育を行
うことで、性の自己決定力が促されると期待され
ると考える。
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